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提 言 の 要 旨 

 
 

場 
（あつまり） 

現状分析

人 
（ひと） 

地 域 の 自 立 

役所に頼らない地域づくり 

術 
（すべ） 

課 題 

人材の発掘 
リーダーの育成 
職員の意識改革 

グループ・団体の育成 
ネットワークづくり 
プログラムの提供 

ニーズに合わせた施策実施 
財政的支援 

行政内部組織の構築 

提 言 

ＣＩＡシステム
コミュニケーション(Communication)、情報(Information)、行動(Active) 

～ Ｚ市へのＣＩＡシステム導入 ～ 

●無関心な地域住民     住民自治の意識はまだまだ低い 

●地域間格差        市町村合併により地域間格差が生まれている 

●参画・協働への無理解   地域活動への意識が希薄 

●地域コミュニティの減退  地域コミュニティを活性化する必要がある 

●地域への対応不足     地域住民が何を望んでいるか把握できていない 

●地域住民と地方自治体の溝 地域住民と地方自治体は平行線のまま 

Ｚ市は、１０市町村が合併してできた市。広大な市域には、都市部から山間部まで、

さまざまな特色ある生活域が混在している。周辺部の活力が失われる一方で、都市

部ではコミュニティ力が減退するなど、それぞれの地域で、異なる課題を抱えてい

る。このような課題を抱える Z 市に、私たちの提言を当てはめ検証する。 

ぷらっと担当 

調整担当 

アプローチ担当 
地域課題提議

手法の検討 
地域 


